
















保育内容については、職員の自己評価も高く保育の資質向上に対する取り組みも昨年の反省をもとにしっかりできていた。
特別支援児に対する保育も研修や党事業所の運営する児童発達支援デイや重症児デイなどの出向研修により、医的ケ
ア児への対応も可能となる職員も増え受入れに積極的に取り組む意識も増加した。また、支援計画の目標達成と共に３歳
からの移行も可能となったことは評価したい。

研修に対する評価が毎年低迷していたが、今年度は全職員が計画を立て自身での達成に尽力して実施できたことも評価

する。

毎日の保育に関して、リーダー一人の指揮に頼りがちな部分があるため、一人一人がリーダー意識を持ち、自分が担当

する日の保育に関しては、それぞれが考え指揮をとり、自信をもって保育していけるよう、またリーダーのサポートに全職

員が協力していけることで、さらに連携と共有を図りながら子どもたちと楽しく安全な毎日の保育実践につなげていけると

考える。

●計画や評価については、特定の職員が実施することが多いため自分が携わっていないことで、評価反省や保育

計画に対する意識がやや低い傾向にある。自分が計画を立てていなくても園として立てているすべての計画や保

育目標、保育理念を自ら見たり聞いたりしながら確認し保育にあたるよう意識づけをしていきたい。また自分がリー

ダーの時は自らの計画を実践できるようじゅうびうをしっかりしていく。

●毎日の保育の評価、反省をしっかり行うことで次の保育に結びつけていける共通理解をルーティン化していく。

●自己評価における十分でない、できていないという課題に対し、受動的な姿勢ではなく、自ら調べたり見直しをし

ようとする自発的な姿勢を個々が持つことで次年度の評価を上げていけるよう意識改革を行う。

●運営に必要な法令遵守や理解などの取り組みは引き続き行っていくが、研修や会議に出れないときなど自分で

議事録などを閲覧するなどの意識を高めるアナウンスを行っていく。

1.職員の心身ともに健全な生活と保育の実現を目指します。

2.子どもや保護者の願いや声に耳を傾け、心の動きに寄り添う保育を実践します。

3.自己研鑽を積み、自らの意識改革をもって実践します。


